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●挨拶・返事 ●言葉遣い ●身だしなみ ●笑顔 ●感謝 文責 大森 朗輝

マーケ室の清掃当番の一年生に尋ねたら「ビ
ジネス計算部門は全く心配ないけど、普通計算部
門は寒くて手が動かないときがあるので心配」と
いう声もありましたが、概ね余裕をもって受験に臨
める雰囲気でした。全員合格を目指して、簿記室
では最後の追い込みをかける姿も見られました。
ビジネス計算部門は別として、普通計算部門技能
型の資格ですので練習は嘘をつきません。ケアレ
スミスに気をつけて本番に臨んでほしいものです。

情報処理室では放課後にビジ
ネス文書検定の練習に励む二年
生の姿も見られました。

写真の二人はなんとしても今
回の検定で、１級を取得したいと

話しておりました。毎日続けて練習していると、ミスも少なくなりスピードも上がるそう。検定当日に
ピークを持って行くことができるようコツコツと取り組むとのことでした。「二年生のうちに１級３種
目を取得してしまいたいから頑張る」を合い言葉にお互いに切磋琢磨しています。

向かい側の席のＰＣでは三年生も練習をしていました。「私たちは今回が最後のチャンス」と進
路活動の合間をぬって努力を重ねています。「以前までは、後何文字か足りないという状態が続
き、気持ち的にも大変だったのですがこの頃は時間内に全部打ち切ることができるようになりまし
た。後はノーミスを狙います」とのこと。皆さん頑張ってくださいね。

「Ｎａｎａｉｒｏ」様とコラボ↓

↑「くろねこニャーゴの
お菓子屋さん」様とコラボ

↑「しゃけ焼き本舗」様とコラボ

「～１５日まで」 「１４日・１５日」
「１４日のみ」

資格取得や課題研究などの国際流通科としての特色ある取り組みについてはこだわりとプライ
ドを持って取り組んでいますが、高校での学習のベースは日々の授業を大切にした日常の学習で
あることはいうまでもありません。考査の点数だけが評価のポイントではありませんが、大きなウエ
イトを占めることになります。先生方は考査でどの程度授業を理解しているか、また、どの程度意
欲を持って課題等に取り組み考査に臨んでいるかなどの観点で評価をしています。授業中に「こ
こは大事なポイントだからしっかり学習しておくように」などと指示されるような場合もあると思い
ますが、そこすらできていないとなれば、評価はガタ落ちとなります。授業をしっかり聞いていれば
試験に出題されるポイントは見えてくるものです。直前にテスト勉強を始めて思うような成果が出
せていない人は、そろそろ試験前モードに入りましょう。
卒業後の進路実現を考えた場合でも、取得した資格の種類や内容と同様、高校3年間の成績

の善し悪しが自身の選択を大きく左右することが多々あります。（3年生は実感しているはずです）
後悔しないためにも、今やれるベストを尽くしましょう。

※簿記検定の「会計部門」

とは違います。

国際流通科の授業では扱っていないため、これまでほとんど受験者のいなかった検定ですが、今年

度はコロナの関係で行事等の中止や延期があったため、挑戦の意味で問題集を購入し独学での受験と

なりました。この検定は「財務諸表分析」「財務会計」「管理会計」の３部門があり、そのうち２部門

合格で全商検定１級の種目としてカウントできます。受験生の多くは２年生で、来年の受験を本番と

して今年は気楽に受験してみましたとのこと。２年生５名が「財務諸表分析」に合格しました。


